
年月日

2008年6月～
2012年3月

2012年4月～

2010年4月～

2006年11月

2008年4月

2007年6月

年月日

2000年6月

2007年10月

医師免許（現在に至る） 医籍登録　第○○○号

○○専門医（現在に至る） 第○○○号、△△学会

２　特許等

○○○治療マニュアル

事項 概 要

１　資格，免許

臨床教授

医師臨床研修指導医講習会の講師養成講習会修了

５　その他

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

３　教育上の能力に関する大学等の評価

○○大学

２　作成した教科書，教材

－

教育研究業績書＜記入例＞

　　　　平成○○年○○月○○日

氏名　　　　　　　　　　　　印

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

○○○、△△△、□□□、○○○、△△△

事項 概 要

１　教育方法の実践例

○○大学医学部

医学教育講習会（チュートリアル教育）修了

研 究 分 野

○○○、△△△、□□□

医学生指導用「肺癌治療」のPowerPoint（全46
枚）

臨床研修指導医ワークショップ修了

高次修練学生教育（講義、臨床実習）

４　その他

医師臨床研修指導医講習会

４　実務の経験を有する者についての特記事項

医学教育講習会

○○病院にて臨床研修指導医ワークショップ修了

－

３　実務の経験を有する者についての特記事項

自署・押印をお願いいたします。 

「教育上の能力に関する事項」「職務上
の実績に関する事項」の年月日及び
「研究業績等に関する事項」の発行又
は発表の年月は、和暦または西暦で統
一してください。 

医師としての臨床経験において、総合診療、全
人的医療、家庭医療についての診療実践経験
がある場合は、この欄に記入してください。 

医師免許、専門医、指導医等の資格を有する場合は、この欄
に記入してください。 
「事項」には、「○○医（現在に至る）」と記入してください。 
「概要」には、登録番号と認定機関を記入してください（医師免
許については、医籍登録番号のみで構いません）。 

医学部での臨床指導経験において、地
域医療教育の実践、総合診療、全人的
医療、家庭医療についての教育実践経
験がある場合は、この欄に記入してくだ
さい。



著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

1「英文タイトル・・・・」
（和訳・・・・・）

共著 2012年4月

（著書の概要100～200字程度・・・・）。
第２章：P.10-23担当。←分担部分を明記願いま
す。共著者Ａ、本人氏名、共著者Ｃ、共著者Ｄ、
共著者Ｅ

2

3

:

（学術論文）

1「英文タイトル・・・・」
（和訳・・・・・）

単著 2012年3月
（論文の概要100～200字程度・・・・・・・）
本人氏名

2「英文タイトル・・・・」
（和訳・・・・・）（査読
付）

共著 2013年5月

（論文の概要100～200字程度・・・・）。
本人氏名、共著者Ｂ、共著者Ｃ、共著者Ｄ
（筆頭著者）←共著で分担部分が明確に区分でき
ない場合には、「（共同執筆のため分担部分抽
出不可能）」と記載願います

3

:

（その他）

1

2

3

:

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

Journal ○○○ 12,
123-127

○○出版

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

学位論文（博士）

雑誌名、巻・号、記載ページを記入し
てください。 

「教育上の能力に関する事項」「職務上の実績に関
する事項」の年月日及び「研究業績等に関する事
項」の発行又は発表の年月は、和暦または西暦で
統一してください。 

本人氏名には下線を引いてください。 

査読付論文には「（査読付）」と記入し

てください。 

主要論文を10～20報記載願います。
（１）最近の業績（ここ５年程度）を優先して、（２）
所属教室に関連する業績を優先して、という観点
から選定・記載してください。
これ以外の業績については、様式自由で別に添
付いただいて構いません。

各項目ごとに発表順（上から古いもの→
下に新しいもの）に記載してください。


